
ISSN 0286-4630 

 

建 築 研 究 資 料 
 

Building Research Data 
 
 

No. 215 July 2026 
 
 

政府統計データに基づく 

住宅エネルギー消費の世帯差に関する分析 

－ 統計分析と機械学習による検討 － 

 

 Household Differences in Residential Energy Use Based on 

Government Statistical Data: Analysis Using Statistical Analysis and 

Machine Learning 

 
羽原 宏美 

Hiromi HABARA 
 
 
 

国立研究開発法人  建 築 研 究 所 
 

Published by 
Building Research Institute 

National Research and Development Agency, Japan
 



 

国立研究開発法人建築研究所、関係機関及び著者は、

読者の皆様が本資料の内容を利用することで生じた

いかなる損害に対しても、一切の責任を負うもので

はありません。 

 
 



 
 

はしがき 

 2025 年 4 月の建築物省エネ法改正により、同月以降に着工する住宅等には省エネルギー基準へ

の適合が義務付けられた。2050 年のカーボンニュートラルの実現に向け、住宅の性能向上は今後

も重要な役割を担うこととなる。 

 住宅の省エネルギー基準では、想定モデルケース（以下、「標準世帯」と記す）を前提として策

定・検討されてきた。しかし、近年は少子高齢化の進行等に伴い、世帯構成や世帯規模が大きく

変化しており、こうした変化は住宅におけるエネルギー需要構造にも影響を及ぼすと考えられる。

従って、標準世帯にとどまらず、世帯の多様性にも着目した検討が重要になると考えられる。 

 このような背景の下、国立研究開発法人建築研究所では、第 5 期中長期計画期間（令和 4 年度

～令和 9 年度）における持続可能プログラムの一環として、一般研究課題「政府統計データに基

づく住宅エネルギー消費実態の分析」（研究期間：令和 5 年度～令和 7 年度）を実施した。本研究

課題では、環境省が実施する「家庭部門の CO2 排出実態統計調査（家庭 CO2 統計）」の調査票情

報を独自に分析し、住宅エネルギー消費の世帯間における差異およびその発生要因の解明に取り

組んだ。 

 本資料は、上記の研究課題について分析の概要と結果をとりまとめたものである。本資料が、

住宅エネルギー消費の実態に対する理解を深めるとともに、さらなる性能向上に向けて新たな視

点を得るための一助となれば幸いである。 

 
令和 8 年 7 月 

国立研究開発法人 建築研究所 理事長 

福山 洋 

 



 
 

 



 
 

概要 

 近年、少子高齢化の進行等を背景として、世帯構成および世帯規模は大きく変化している。こ

うした世帯構成・規模の変化は、住宅におけるエネルギー消費構造にも影響を及ぼしていると考

えられる。そのため、今後、住宅の性能向上に向けた対策を検討するにあたっては、従来の標準

世帯（夫が会社員、妻が専業主婦、子供 2 人から成る 4 人世帯）を前提とした議論にとどまらず、

多様化する世帯実態を踏まえた新たな視点が求められる。 

 このような背景のもと、住宅エネルギー消費の世帯間における差異およびその発生要因の解明

を目的として、建築研究所では一般研究課題「政府統計データに基づく住宅エネルギー消費実態

の分析」（研究期間：令和 5 年度～令和 7 年度）を実施した。 

 上記の研究課題では、環境省が実施する「家庭部門の CO2排出実態統計調査（家庭 CO2統計）」

の調査票情報（平成 29 年度～令和 4 年度）を用い、「世帯間におけるエネルギー消費の差異に関

する統計分析」および「機械学習を用いたエネルギー消費の差異の発生要因に関する分析」を行

った。分析対象世帯として 42,370 世帯を選定し、分析に用いたデータは年間一次エネルギー消費

量および用途構成比率（年間一次エネルギー消費量に対する暖房・冷房・給湯・調理比・照明他

の割合）とそれを特徴づける 121 変数とした。 

 「世帯間におけるエネルギー消費の差異に関する統計分析」では、エネルギー消費構造に地域

差が存在することを考慮し、分析は省エネ基準で規定される地域の区分ごとに実施した。また、

世帯を「世帯類型」および「居住人数」に基づいて分類し、これらの分類に基づくグループを“世

帯群”と定義した。その上で、年間一次エネルギー消費量および用途別構成比率を対象として、

各種統計量を算出し、その結果に基づいて多重比較を行うことで世帯群間の差異の統計的有意性

を検証した。 

 「機械学習を用いたエネルギー消費の差異の発生要因に関する分析」では、121 変数を説明変

数（以下、特徴量と記す）として年間一次エネルギー消費量または用途別構成比率を予測する機

械学習モデルを作成し、そのモデルを SHAP（SHapley Additive exPlanations）により解釈する

ことで各特徴量の予測における寄与度と寄与の方向性を検討した。 

 以上、一連の分析により、世帯間における住宅エネルギー消費の差異を明らかにした。また、

世帯間の差異を発生させる要因を特定し、その寄与度を定量的に示した。 

 
 

上席研究員 羽原 宏美 

 



 
 

ABSTRACT 

 In recent years, household composition and size have changed significantly due to 
declining birthrates and an aging population. These shifts are believed to affect residential 

energy demand patterns. Therefore, when considering measures to improve housing energy 
performance, it is important to go beyond discussions based solely on the conventional 

standard household (a four-person household with a husband who is an office worker, a 
homemaker wife, and two children) and to adopt new perspectives that reflect the diversity of 

modern households. 

 Against this background, the Building Research Institute (BRI) conducted the research 
project “Analysis of Residential Energy Consumption Based on Government Statistical Data” 

(FY2023–FY2025) to clarify differences in energy consumption among households and to 
identify their underlying causes. 

 The project analyzed survey data from the Ministry of the Environment’s “Statistical 
Survey on CO₂ Emissions in the Household Sector” (FY2017–FY2022). The analyses included 

statistical comparisons of energy consumption across households and investigation of 

contributing factors using machine learning. A total of 42,370 households were included in the 
analysis. The data consisted of annual primary energy consumption, shares of energy use by 

purpose (heating, cooling, hot water, cooking, lighting/other), and 121 explanatory variables 
describing these factors. 

 For the statistical analysis, households were grouped by “household type” and “number of 
residents,” and analyses were conducted separately for each regional category defined by 

energy-saving standards to account for regional differences. Various statistics were calculated, 

and multiple comparisons were performed to evaluate the significance of differences among 
household groups. 

 For the machine learning analysis, models were trained to predict annual energy 
consumption or use shares using the 121 variables as features. SHAP (SHapley Additive 

exPlanations) was then applied to quantify each feature’s contribution and its direction of 
effect on the predictions. 

 These analyses allowed the identification of factors influencing residential energy 

consumption and provided quantitative measures of their impact. 
 

 
Senior Research Engineer, Hiromi HABARA, Dr. 
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